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修学旅行の実施に向けて
２学年は12月１日から５日まで，修学旅行を実施

します。本校においては新型コロナウイルス感染症に

伴う様々な状況を想定して検討を重ねた結果，今後

新たな制限等が発生しない限り，感染症対策を十分

に施し細心の注意を払った上で，当初の計画通り関

西方面への旅程で実施することにしました。

修学旅行は実に多くの方々の支えで成り立つ行事

です。全体を支える旅行業者の方々をはじめ，交通や

輸送に携わる方々，宿泊先や観光地等で受入業務に

携わる方々など，様々な職業人が懸命に仕事に取り

組む姿を間近に見て，生徒各自がこれからの自分の

在り方生き方に重ねて考えることも，修学旅行におけ

る貴重な学びの一つです。

そのためにも２年生のみな

さんには，自身の体調管理と

感染症対策を確実に行って

臨んでほしいと思います。本

校も保護者の皆様に安心して

お子さんを送り出していただ

けるよう，関係機関等と十分に連携を図りながら修学

旅行の安全な運営に努めてまいります。

働く人々の思いに触れる
１０月１６日に１・２年生対象の職業講話を行いまし

た。地域で活躍される１８人の方々に仕事の内容や，

やり甲斐などについて話をしていただきました。講話

後の生徒の感想文では，「初めて知ることがたくさん

あって驚いた」，「AIにはない人間の強みを身に付け

ることを目標にしたい」などの記述が見られました。

一般に，進路選択を間近に迫られる高校生にとっ

て，「仕事の話」は求人情報や職業案内などの「情

報」として見聞きすることはあっても，働く人々の日常

や個々の思いに触れる機会は意外なほど少ないのが

現状のようです。そのような中，職業講話等で働く人

の姿が生の声で語られるとき，労働現場の実態や社

会の仕組みが断片の形ではあれ見えてきます。このよ

うな生きた言葉は，高校生がものの見方や価値観を

形成していく上で豊かな土壌を提供してくれます。

生徒のみなさんは，話を聞いて終わりにするのでは

なく，興味をもったことや疑問に思ったことなどをキャ

リア・パスポートに書き留め，図書室やインターネット

なども活用して考察を続けることが大切です。

「現代的な諸課題」を探究する
10月28日に１・２年生が「総合的な探究の時間

（ゆんぬ）」の中間発表を行いました。

昨年度から本校が取

り組む海洋教育に係る

課題について，１年生は

グループ研究，２年生は

個人研究として今年度

設定したテーマや現時点での成果等を発表。関係機

関や地域サポーターの方々にも評価していただきまし

た。頂いた助言等を基に，来年１月の発表会に向けて

さらに探究を続けていきます。

学習指導要領（平成30年告示）では，「豊かな人生の実現

や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに

向けた現代的な諸課題に対応して求められる資質・

能力を，教科等横断的な視点で育成していくこと」が

求められています。その根底には，「複雑で変化の激

しい社会の中で，様々な情報や出来事を受け止め，

主体的に判断しながら，自分を社会の中でどのように

位置付け，社会をどう描くかを考え，他者と一緒に生

き，課題を解決していくための力がますます重要とな

る」（平成28年「中央教育審議会答申」）という問題意識があります。

本校は海洋教育に係る課題を現代的な諸課題の

一つと位置付け，今後も探究活動の充実を図ります。

与論翔励会から「翔励金」を頂きました
与論翔励会は，与論教育の振興に貢献することを

目的とする有志の会で，本校教育の更なる向上，発

展のために，毎年温かい御支援を頂いています。

10月９日には，田中國重会長から今

年度の翔励金が授与されました。頂いた

翔励金は，各種検定等の受検料補助な

ど，生徒の進路目標の実現や指導の充実のために大

切に使わせていただきます。ありがとうございました。

地域が育む「かごしまの教育」県民週間

毎年，11月１日～11月７日

◎期間中，教育活動（授業等）を公開しています（土日・祝日を除く）。

発表の様子（１年生）
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校長講話から メディア・リテラシー／情報を読み解き，世界を正しく見るために（令和２年９月28日 全校朝礼）

おはようございます。９月も最後の週になりました。
気候的にも過ごしやすいこれからの時期は，本を読ん
で物事をじっくりと考えるには適した季節です。そこで
今日は，物事を考えたり，学習を進めたりする上でも

大切な「メディア・リテラシー」についてお話しします。
９月17日に，オフィスピュアの高崎恵さんを講師に

お迎えして「男女共同参画の視点に立ったメディア・
リテラシー講座」を実施しました。
男女共同参画社会とは，「男女が，互いに人権を

尊重しつつ責任も分かち合い，性別に関わりなく，そ
の個性と能力を十分に発揮することができる」社会
のことで，その実現に向け，国や自治体等で様々な取
組を行っています。
一方，私たちは現在，テレビや新聞，インターネット

など，多種多様なメディアが存在する情報社会を生き
ています。生活の中の様々な場面でメディアが提供す
る情報によって私たちは判断を下し，行動しています。
スマートフォンが普及し，無料通信アプリやSNSな

どにより，誰もが簡単に情報を集め，気軽に発信でき

るようになりました。つまり，私たちも気付かないうち
に，偏った情報を発信する可能性もあるのです。性別
に関わりなく，個性と能力を十分に発揮することがで
きる社会の実現を目指す上で，私たちとメディアとの
関わり方が非常に大切になってきます。

そこで必要とされるのが，「メディアからの情報は
作られたものであることを意識し，少し立ち止まって
考え，読み解き，自分自身の言葉で発信できる能力」
です。これをメディア・リテラシ－といいます。より良い
社会の実現に向け，一人ひとりがメディア・リテラシー

を身に付けることが，ますます重要になってきます。
ところで，「メディア」について，分かりやすいニュー

ス解説で定評のある池上彰さんは，「メディアだって，
所詮は人間の仕事です。人間は事実を正直に伝えよ
うと思っていても間違えたり，バイアスをかけてしまっ

たりすることがある」と言います。
では，私たちはどうすればよいのか。池上さんは

「疑り深さ」ではなく，「健全な懐疑心」を持ってほし
いと言います。メディアが伝える内容には，様々な事実
が含まれていますが，それが全体像を正しく描き出し

ているかどうかは，すぐには確認がとれないものも多
くあります。そんなとき，伝えられることを頭から信じた
り，最初から疑ってかかったりせずに，「ちょっと待て
よ，個々の事実を積み重ねて得られる印象は，全体像
を正しくとらえているのだろうか」と懐疑心を働かせて

ほしいとアドバイスしています。
男女共同参画社会の実現はもちろん，一人ひとり

が，あふれる情報に振り回されず，これからの人生の

中で的確な判断ができるようになるためにも，メディ
ア・リテラシーを身に付けていくことが大切です。
さて，「情報を読み解く」ということに関連して，本を

一冊紹介します。ハンス・ロスリングという人が書いた

『FACTFULNESS』という本です。
フ ァ ク ト フ ル ネ ス

タイトルのファクトフルネスの意味は，データを基に
世界を正しく見る習慣のことです。私たちは思い込み
によって「とんでもない勘違い」をして世界を理解し
たつもりになっているという事実を，その原因となる人

間の10個の本能と対策について書かれた本です。
本の冒頭には簡単なクイズが13問用意されていま

す。例えばそのうちの一つは次のような問題です。

世界中の１歳児の中で，なんらかの病気に対して予防

接種を受けている子供はどのくらいいるでしょう？

〔選択肢： A 20％，B 50％，C 80％〕

正解は です。著者は様々な国の，様々な分野

で活躍する，その分野を代表するような人たちに答え
てもらったところ，この問題の正解率は平均で13％で
した。選択肢からでたらめに選んでも正解する確率
が１／３の三択問題で，なぜ正答率が低いのか。著
者は，多くの人が「世界はそんなに良くなっていない」

と思い込んでいるからだと言います。
世界を飛び交うニュースは，自然災害やテロ事件

など，悪いニュースのオンパレードです。通信技術が
進歩し，悪いニュースは以前にも増してすぐに広まる
ようになりまし

た。反対にゆっく
りとした進歩は，
どれほど大規模
で，何百万という
人に影響を与え

たとしても，新聞に載ることはありません。加えて，人は
誰しも，物事のポジィティブな面より，ネガティブな面
に注目しやすいと言われます。著者はこれを「ネガティ
ブ本能」と呼んでいます。そのネガティブ本能は「世
界はどんどん悪くなっている」，「世界は全然進歩して

いない」という勘違いを生み出す原因となります。
では，このネガティブ本能を抑えて，世界を正しく理

解するにはどうすればよいのか。それは実際に本を読
んでほしいと思います。この『FACTFULNESS』は図
書室に置いてあります。是非手にとってみてください。

さて，10月27日から11月9日は全国読書週間で
す。これからの季節，図書室に行って「今週の自分の
１冊」を選んでみてはどうでしょうか。□

【参考文献】池上彰『情報を活かす力』2016年，PHPビジネス新書／ハ
ンス・ロスリングほか著（上杉周作ほか訳）『FACTFULNESS 10の思い込

みを乗り越え，データを基に世界を正しく見る習慣』2019年，日経BP社


